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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
重要な社会政策の先駆けの二人の研究者についての研究であり、現在と戦前時代の社会問題の関心
の共通点・連続性を示している。また、戦前時代の社会政策の作成に対する洞察を提供している。 
  ただし、様々な問題点も指摘されている。先行研究を明白に示していない点が問題である。先行研
究とどのように異なるか、また、どのように社会政策についての研究を発展させるか、ということを
説明していないため、著者の貢献が判断しにくい。また、時代背景が十分説明されていない状態にあ
る。20 世紀初めの状態（資本主義及び産業化の急激な進展、雇用条件の悪化など）を踏まえて説明
するが、大正時代などの重要な社会経済的な変化についての説明は足りない。また、その時代のエリ
ート層の労働階層に対する主導的な役割などの課題を取り上げていない。また、権田と大林の考え方
を細かく比較するが、二人の研究者としての関連を明白に説明していない。また、現在と戦前の連続
性及び労働と生活との関連・持続性を提案している。例えば、WLB への関心の歴史的な起源、とい
うテーマを重視する。しかし、具体的にその連続性を説明していない。 
しかしながら、上記の問題点は、今後、十分に解決することができると思われる。いずれにしても、
著者は重要な学術的貢献を果たしたと言える。その意味で、博士号を与えるに十分な価値があると判
断する。 
 
 
 
 
